
　　　　堆積物分布と津波の水理学的特徴の関係に関する数値的検討

東北大学大学院 学生会員 ○橋本　康平

東北大学災害科学国際研究所 非 会 員 後藤　和久

東北大学災害科学国際研究所 非 会 員 菅原　大助

名古屋大学大学院　 非 会 員 阿部　朋弥

東北大学災害科学国際研究所 正 会 員 今村　文彦

1. はじめに

過去の津波の波源域，浸水域，被害などの情報を推定

することは，将来起こりうる大規模な地震，津波のリス

クを評価するために重要である．過去の津波により陸上

にもたらされ堆積した土砂は，津波の最低浸水範囲を示

す物的証拠として古津波の波源モデルの推定に用いられ

てきた(例えば，菅原ら 2011)．しかし，2011年東北地方

太平洋沖地震津波の波源モデルはすべり量が50 m 以上

を示す(国土地理院，2011)など，西暦 869年貞観津波を

対象とした波源モデルと比較して特異な値を示した．こ

れは津波堆積物を評価基準として断層モデルを推定する

従来の手法を用いた場合，その推定値は実際の断層パラ

メータとは異なる値となる可能性を示している．

　本研究では，仙台平野沿岸部において東北地方太平洋

沖地震津波による津波堆積物の現地調査を実施し，その

分布特徴と津波数値計算による津波の水理学的特徴を比

較し関係性を検討した．

2. 調査領域と調査手法

本研究では宮城県の仙台平野沿岸南部を調査領域に設

定し，2012年7月～10月に阿武隈川近辺の津波堆積物調査

を行った．津波堆積物の面的な分布を把握するため，事

前に津波浸水域内において500 mグリッドで調査ポイン

トを設定し，そのポイントから半径約100 m以内を目安

にトレンチ調査を行った．また津波が発生して一年以上

が経過しているため，地表面に堆積物砂層が露出した面

は風や降雨，復旧工事などの影響を少なからず受けてい

ると考えられる．そこで採取データの信頼性は地表面を

被覆する泥層の有無，重機による復旧作業の痕跡などで

判断するものとした．調査する項目は，調査ポイントの

緯度経度 ·砂層厚 ·津波堆積物層上の状況(被覆泥層の有

無 ·工事痕跡)である．
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3. 津波数値計算

現地調査領域を含む仙台平野沿岸南部を対象に津波数

値解析を行った．断層モデルには東北大学モデルversion

1.2を用いた．計算条件は，連続式とNavier-Stokes方程式

を水深方向に積分した非線形長波理論を支配方程式とし，

Leap-Frog差分法を用いて解いた．地形データは国土地理

院公開データを使用し，領域メッシュサイズは格子サイ

ズを1350 m>450 m>150 m>50 mと広領域から狭領域へと

変化させて接続計算を行った．

4. 結果・考察

(1) 津波堆積物の分布傾向

図-1(a)にトレンチ調査を実施したポイント，図-2は津

波堆積物の層厚と海岸線からの距離の関係を示している．

図-2においては，仙台平野沿岸に調査測線を設定し，堆積

物砂層厚と海岸線からの距離を検討したAbe et al. (2012)

のデータも加え重ねることで，堆積物の面的な分布傾向

と測線における分布傾向を比較した．その結果，両デー

タとも内陸側に進むにつれて砂層の層厚は減少し，海岸

線から内陸側へ3.0 kmの付近でほぼ層厚0 cmまで薄層化

することが確認された．これは陸上を遡上する津波の流

速 ·浸水深が減少することにより，砂の運搬力が低下して
いることを示しているためと考えられる．菅原ら (2010)

は，地層中で認識可能な津波堆積物は層厚0.5 cm以上で

あるとしている．本研究でも層厚0.5 cm以上の砂層分布

に着目すると，津波堆積物は海岸線から3.5 kmまで到達

しているが，浸水限界とは一致していないことが確認さ

れた．

(2) 津波数値計算結果

図-1(b)に堆積物層厚と計算による最大浸水深の関係，

図-1(c)に堆積物層厚と計算による最大流速の関係を示

す．図-1(b)より，浸水深が3.0～3.5 mになると堆積物層



図-1.　(a)仙台平野沿岸部の現地調査点．地形は国土地理院公開の震災前10 m DEM，津波浸水範囲は日本情報地理学

会公開データを使用．(b)津波堆積物層厚と最大浸水深(計算)の関係．(c)津波堆積物層厚と最大流速(計算)の関係．

図-2．津波堆積物層厚と海岸線からの距離の関係

厚が急激に薄くなり0～2 mではほとんど確認できない

ことがわかる．Takashimizu et al. (2012)は津波堆積物と

浸水深の関係を検討することは，古津波発生時の浸水

深を推定するために重要な課題であるとしており，津

波の最大浸水深が2.5～3.5 mあれば津波堆積物の砂層が

残りうると記している．図-1(b)から本研究の計算結果

はこの数値範囲を満たしているが，実際に観測された

浸水深との比較による評価も今後行う必要がある．ま

た図-1(c)からは，最大流速が4～6 m/sになると堆積物層

厚は急激に薄層化し，最大流速が2～3 m/s以下になると

ほとんど確認できないことがわかる．

5. 結論

　現地調査から，津波堆積物は内陸に進行するにつれ

て薄層化する傾向を示しており，遡上限界とは一致して

いないことが確認された．

　津波堆積物層厚と数値解析による計算最大浸水深 ·最
大流速との関連性の検討を行った結果，最大浸水深3.0～

3.5 m，最大流速4～6 m/sの範囲で砂層が急激に薄層化し，

最大浸水深0～2.0 m，最大流速2～3 m/s以下になると堆

積物がほとんど確認できなくなることがわかった．津波

堆積物の特徴を定量的に明らかにするためには，土砂移

動モデルを用いた堆積過程の検討が必要である．
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